
令和7年 8月 25日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

活動場所 成果物の写真

実施日程 活動内容の追加コメント

実施した生産活動・施設外就労の概要

利用者数　等

＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

・更なる品質の向上

・賃金増加と働き方改革の推進

連携先の企業等の意見または評価

非常に有効、引き続き連携強化を図りたい

連携先企業名 （株）岡部建設 担当者名 千原清之

利用者の特性、体力、得手、不得手を配慮し、より一層仲間としての意識

が持てるように配慮する。

障害者が特別な人ではなく、エッセンシャル

ワーカーの一人としてごみ処理に携わっている事が見える。

地域に認められ、役に立っている・一般の会社で働い

ているという充実感。

最低賃金が保証されているため、生活が安定する。

処理施設で分別された製品の品質がグレードアップ

利用者の仕事に対する積極的な姿勢

仲間とのチームワーク

ゴミ処理についても理解して、地域、人の為に役立てるようになる

電話番号 0470-24-3571 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

館山市粗大ごみ処理場

1ヶ月の第1・3・5週　月～土

粗大ごみの解体・スチール缶

コンベアによる分別

15名

健常者、障害者が、共に働き

住　所 千葉県館山市佐野1037 管理者名 石井達哉

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 セットアップ 事業所番号 1213600172

様式１


